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島根半島沖産アカアマダイの年齢査定手法についての検討 

松本洋典１ 

 

Consideration of the age determination method of Red Tilefish Branchiostegus japonicus  

in Shimane Peninsula off the coast．

 

Hironori MATSUMOTO

キーワード:アカアマダイ，年齢査定，耳石，表面観察法，横断面観察法 

 

はじめに 

 

アカアマダイBranchiostegus japonicusは島根県

における重要な水産資源のひとつであり，釣り，延

縄，底曳網，刺し網で漁獲される．ことに島根半島

においては地域の漁業を支える最重要資源であるこ

とから資源の高位安定化が強く望まれている．

島根県では現在、アカアマダイ資源の管理を目的

とした資源評価手法の開発に着手しており 1)，その

基礎資料となるAge-Length Key構築を進めているが，

その構築に当たっては正確に査定された多数の年齢

データが必要である．

アカアマダイの年齢査定には耳石を用いて輪紋数

を計数する手法が一般的である 2)-8)．この手法には

表面観察法（以下表面法）と横断面観察法（以下横

断面法）の 2 つがあるが，それぞれの手法ごとに作

業効率，結果の正確性について長所と短所がある．

本稿ではAge-Length Key構築に向けたアカアマダイ

の年齢査定に先立ち，2 つの手法を検討したところ

若干の知見を得たので報告する．

 

材料と方法 

 

耳石の輪紋数の計数に使用したアカアマダイ標本

は，2015～2017 年度の秋期（10～12 月）に島根県出

雲市小伊津漁港で買い取りによって得られた雌 58
個体、雄 65 個体，合計 123 個体である．標本はすべ

て研究室に持ち帰って，全長，体重のほか雌雄判別，

生殖腺重量を測定し，左右の耳石を採取して洗浄後，

乾燥保存した．

輪紋数計数は表面法と横断面法の両方により行っ

た．両手法とも右体側の耳石の使用を原則とし，奇

形（著しい変形，脱灰したものなど）あるいは耳石

採取の際や切片作成作業中に破損や紛失のあった場

合には左側を用いた．計数の手順としては，まず標

本すべてについて表面法による計数を行い，その後

に切片を作成して横断面法による計数を実施した

（図 1）．
横断面切片の作成は，まず耳石の核を通る短径に

沿った直線を鉛筆で引き，それにあわせてサンドペ

ーパー（＃400）と回転式砥石（＃1000，＃6000）で

段階的に片側から研磨した．核が露出したところで

スライドグラスに瞬間接着剤で研磨した面を貼り付

け，反対方向から再び同じ要領でおよそ厚さ 0．2mm
以下の薄切片になるまで研磨したものを検鏡観察に

供した．

 

結果および考察 

 

表面法と断面法による輪紋数計数結果を表 1 に示

す．表面法により計数された輪紋数範囲は雌で 2～8
輪，雄で 2～7 輪であった．一方，横断面法では雌で

2～15 輪，雄では 2～13 輪で，横断面法は表面法よ

りも輪紋数の範囲が格段に広く計数された．

次に横断面法と表面法の査定計数結果の差と全長

との関係を雌雄ごとに図 2 に示す．この計数結果の

差は横断面法による輪紋数から表面法による輪紋数

を引いた数値で，両者が一致した場合は 0 となる．

雌の場合では概ね全長 300mm 未満，雄では 350mm
未満で表面法と横断面法の結果はすべて一致したが，

これを超えると一致しない場合があり，そのすべて

で横断面法による輪紋数が表面法よりも多く計数さ

                                

１ 内水面浅海部 Inland Water Fisheries and Coastal Fisheries Division
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れた．また雌雄とも，魚体サイズが大きくなるにつ

れて両手法の結果は一致しにくく，その差も大きく

なる傾向が見られた．

アカアマダイに限らず，高齢魚の年齢査定におい

ては年齢形質縁辺部に形成される年齢指標が表面法

では判別しにくく，年齢が過小に推定されることが

多い 9)-11)．その原因としては，加齢に伴い成長が鈍

化することで年齢形質縁辺付近のリング形成間隔が

狭小化することに加え，特に耳石については成長に

伴う石灰沈着による肥厚，また縁辺付近の密になっ

た輪紋が上下に重なり合うことによってリングの視

認が遮られることが考えられる 9)-11)．これらのこと

から高齢魚の年齢査定では横断面法の有効性が多数

の魚種について指摘されている 7)，9)-11)．本稿におけ

る両手法の計数結果の相違もこれらが原因であった

と考えられ，結果の正確性のみを考えた場合には，

横断面法を採用するのが理想的であろう．

しかしながら横断面法には，多数の個体処理を要

するにあたって，切片作成にかかる時間，労力等の

コストが大きいという短所がある． また若齢魚の耳

石は小さいため，切片作成の際に破損，紛失してし

まうことが多いなど取り扱いが難しく，そのような

場合にはデータ取得自体ができなくなるリスクも無

視できない．その点で表面法は，高齢魚の年齢査定

結果の信頼性に問題があるものの，耳石試料の処理

については非常に容易で効率的である．ここで，

Age-Length Key 作成にあたって大量の試料処理を限

られた期間，人員，予算で行うことを考えた場合，

両手法を組み合わせて，より効率的な年齢査定の工

程を検討すべきである．

若狭湾産アカアマダイについて尾形らは，表面法

による年齢査定を行い，雄の 8 齢以上，雌の 9 齢以

上の輪紋判読が不確実であるとしている 3)．また､

井関らは横断面法により最高齢を雌で 18 齢，雄で

14 齢と査定し，横断面法の高齢魚の年齢査定の有効

性を示している 7)．一方，山下らは東シナ海産アカ

アマダイの年齢査定について，大型個体についても

表面法と横断面法は同等に輪紋を読み取れる(最高

齢は雌で 9 齢，雄で 10 齢)としている 4)ほか，井関

らは若狭湾産アカアマダイにおいても 1～4 齢まで

の若齢魚については両手法の結果の一致率が 98％
の高率であることを示している 7)．これらから，水

域によって査定可能な年齢の上限に差はあるものの，

少なくとも若齢魚においては表面法を用いても横断

面法と遜色ない結果が得られると判断される．

本稿においては雌で全長 300mm 未満，雄で

350mm 未満の小型魚では両手法の査定結果に不一

致は見られず，表面法を用いても輪紋計数結果の信

頼性には問題がないと判断できる．本稿におけるサ

ンプルのうち，こうした小型魚の個体数は雌で 57
個体中 21 個体，雄では 65 個体中 33 個体であり，仮

にこれらのサンプルを表面法で計数できるとした場

合には，切片作成の作業について雌で 36.8％，雄で

図2. アカアマダイの全長と横断面法と表面法による輪紋計数結果の差との関係 

※輪紋数差＝横断面法で計数した輪紋数－表面法で計数した輪紋数 

表１．アカアマダイの雌雄別手法別輪紋計数結果 

表面法 横断面法 表面法 横断面法
2 7 7 8 8
3 15 14 16 16
4 15 12 13 10
5 12 9 12 11
6 5 5 8 8
7 3 4 8 2
8 1 2 0 2
9 0 2 0 4
10 0 0 0 3
11 0 0 0 0
12 0 1 0 0
13 0 1 0 1
14 0 0 0 0
15 0 1 0 0
合計 58 58 65 65

（個体数）

♀ ♂
輪紋数

 
 

b-1 

b-2 

d-2 

d-1 

c:2017 年 12 月 21 日採捕（♂）

     13 輪，TL:463mm

d:2015 年 11 月 13 日採捕（♂）

      4 輪，TL:408mm

a-1 

a-2 

c-1 

c-2 

a:2017 年 11 月 17 日採捕（♀）

     15 輪，TL:378mm
b:2015 年 12 月 10 日採捕（♀）

      3 輪，TL:304mm

  図１．アカアマダイ耳石の表面（１）と横断面（２）   
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化することで年齢形質縁辺付近のリング形成間隔が

狭小化することに加え，特に耳石については成長に

伴う石灰沈着による肥厚，また縁辺付近の密になっ

た輪紋が上下に重なり合うことによってリングの視

認が遮られることが考えられる 9)-11)．これらのこと

から高齢魚の年齢査定では横断面法の有効性が多数

の魚種について指摘されている 7)，9)-11)．本稿におけ

る両手法の計数結果の相違もこれらが原因であった

と考えられ，結果の正確性のみを考えた場合には，

横断面法を採用するのが理想的であろう．
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コストが大きいという短所がある． また若齢魚の耳

石は小さいため，切片作成の際に破損，紛失してし

まうことが多いなど取り扱いが難しく，そのような

場合にはデータ取得自体ができなくなるリスクも無

視できない．その点で表面法は，高齢魚の年齢査定

結果の信頼性に問題があるものの，耳石試料の処理

については非常に容易で効率的である．ここで，

Age-Length Key 作成にあたって大量の試料処理を限

られた期間，人員，予算で行うことを考えた場合，

両手法を組み合わせて，より効率的な年齢査定の工

程を検討すべきである．

若狭湾産アカアマダイについて尾形らは，表面法

による年齢査定を行い，雄の 8 齢以上，雌の 9 齢以

上の輪紋判読が不確実であるとしている 3)．また､

井関らは横断面法により最高齢を雌で 18 齢，雄で

14 齢と査定し，横断面法の高齢魚の年齢査定の有効

性を示している 7)．一方，山下らは東シナ海産アカ

アマダイの年齢査定について，大型個体についても

表面法と横断面法は同等に輪紋を読み取れる(最高

齢は雌で 9 齢，雄で 10 齢)としている 4)ほか，井関

らは若狭湾産アカアマダイにおいても 1～4 齢まで

の若齢魚については両手法の結果の一致率が 98％
の高率であることを示している 7)．これらから，水

域によって査定可能な年齢の上限に差はあるものの，

少なくとも若齢魚においては表面法を用いても横断

面法と遜色ない結果が得られると判断される．

本稿においては雌で全長 300mm 未満，雄で

350mm 未満の小型魚では両手法の査定結果に不一

致は見られず，表面法を用いても輪紋計数結果の信

頼性には問題がないと判断できる．本稿におけるサ

ンプルのうち，こうした小型魚の個体数は雌で 57
個体中 21 個体，雄では 65 個体中 33 個体であり，仮

にこれらのサンプルを表面法で計数できるとした場

合には，切片作成の作業について雌で 36.8％，雄で

図2. アカアマダイの全長と横断面法と表面法による輪紋計数結果の差との関係 

※輪紋数差＝横断面法で計数した輪紋数－表面法で計数した輪紋数 

表１．アカアマダイの雌雄別手法別輪紋計数結果 

表面法 横断面法 表面法 横断面法
2 7 7 8 8
3 15 14 16 16
4 15 12 13 10
5 12 9 12 11
6 5 5 8 8
7 3 4 8 2
8 1 2 0 2
9 0 2 0 4
10 0 0 0 3
11 0 0 0 0
12 0 1 0 0
13 0 1 0 1
14 0 0 0 0
15 0 1 0 0
合計 58 58 65 65

（個体数）

♀ ♂
輪紋数

3島根半島沖産アカアマダイの年齢査定手法についての検討
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はじめに 

宍道湖は島根県東部に位置し，一級河川斐伊川

水系の一部であり，大橋川・中海・境水道を介して

日本海と接続する．宍道湖は下流側に同じく汽水湖

である中海を持つ連結汽水湖で，その塩分濃度は斐

伊川河川水の影響を強く受け，平均的な塩分濃度は

海水の約 1/10と低い事が特徴である．シラウオ
Salangichthys	 microdonは本湖で多獲される魚介

類の一つで，庶民の食材として親しまれてきた．本

種は年によって漁獲量の豊凶が著しく１），近年は減

少傾向にある（図１）．著者らは本湖のシラウオ資

源を増やす取り組みの基礎資料として，水深別の産

卵，発生，受精卵が砂に埋まった場合のふ化，仔稚

魚および成魚の分布状況を調査したので報告する．	

材料と方法 

産卵と卵の発生状況 2013～2017年の１～５月
にかけ，毎月１回，水深１ｍ以浅の９地点（大橋

川，松江，玉湯，来待，宍道，斐川，伊野，秋鹿，

浜佐陀）と，水深２ｍの４地点（松江，秋鹿，斐

川，来待）で２回ずつ採泥し，産着卵の有無，個数

を確認した．また，2017年の調査では，従来の調
査地点に加え，水深３ｍの２地点（秋鹿，来待沖

合）における１回の採泥を追加した. 水深 1ｍ以浅
の地点は徒歩により，２ｍ以深の場所は調査船「ご

図１．宍道湖におけるシラウオの漁獲量	

（宍道湖漁協HPより）	

図２．シラウオ卵の採集地点（SM式採泥器）	

 
 

は 50.8％程度の切片作成工程の削減が可能となる．

したがって，これらの全長をそれぞれ雌雄ごとの

基準に設定し，これを超えない個体については表面

法で，超える個体については横断面法で輪紋数を計

数することで年齢査定作業の効率化と正確性が確保

できると考えられる．
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が近い卵が採集された．また，秋鹿水深１ｍでは産

卵基質が適当でなかったためか，卵が一度も採集さ

れなかった．図７に秋鹿と来待の水深１～３ｍにお

けるシラウオ卵の月別水深別発生別の出現状況を示

す．産出間もない卵やふ化が近い卵は両地点ともに

水深２～３ｍで多く数十粒から百数十粒/0.05ｍ2出

現したが，水深１ｍの湖岸では数粒から十数粒と僅

かであった．山口４），榊ら５）はシラウオの主産卵

場は水深１ｍ付近を中心に多く，深い場所では卵が

少ない傾向があると述べている．また，本湖では波

浪の影響でシジミ生貝が湖岸に打ち上がることがあ

る．このことから，本湖の水深１ｍで卵が深場に比

べて少ないのは波浪などによる漂砂と共に砂礫に付

着した卵が浜辺へ打上げまたは深場へ運ばれたため

で，卵の多くが水深２ｍ以深の深場でふ化している

と推察された．

図４．2013年～2017年のシラウオ産卵数経月変化

図５．2013年～2017年３月(産卵盛期)のシラウオ卵の
水深別分布(○印は秋鹿，来待の水深３ｍを示す)	

図６．シラウオ卵の月別水深別発生割合	

卵未採集， ，  産出直後(受精・卵割) ， 

ふ化間近(眼胞黒色色素胞出現) 

地点名
（水深）

卵数

斐川
（1m）

2

斐川
（2m）

6

来待
（1m）

92

来待
（2m）

123

松江
（1m）

24

松江
（2m）

24

秋鹿
（1m）

0

秋鹿
（1m）

58

宍

道

湖

１月 ２月 ３月 ４月 ５月

西

岸

南

岸

東

岸

北

岸

図７．2017年のシラウオ卵の地区別水深別 
発生状況(水深 2ｍ，3ｍはシジミ漁場) 

北岸(秋鹿沖) 南岸(来待沖) 
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ず」を使用し，採泥はスミス・マッキンタイヤー式

採泥器（採泥面積 1/20ｍ2）を用いた（図２）．採

泥試料はその場で篩（目合 500µｍ）を用いてふる
い，篩上に残った試料を実験室に持ち帰った後，ロ

ーズベンガルによる生体染色と 10％ホルマリンに
よる固定を行った．採集から１日以上染色・固定し

た試料からシラウオ産着卵を拾い出し，１ｍ2あた

りの産卵数を算出した．2017年に実施した調査に
ついては，水深別に産出間もない卵割期までの卵

と，眼胞黒色色素胞出現以降のふ化が近い卵に分け

て計数した．シラウオ卵と他魚種の卵との区別は，

卵門からのびる 10数本の付着糸の存在により同定
した２）．	

埋砂による受精卵の孵化影響試験 時化やシジ

ミ漁による湖底攪乱が，湖底のシラウオ産着卵を埋

砂させる可能性が考えられる．そこで，埋砂がシラ

ウオ産着卵の孵化に及ぼす影響について明らかにす

る事を目的に，シラウオ受精卵を用いた孵化試験を

行った．試験は 2017年３月３日～４月３日と，同
年３月 20日～４月 13日の２回行った．試験は砂
礫に付着した受精卵が砂に埋まった状態を再現した

埋砂区と，何も行わない対照区を設けた．それぞれ

の試験区は，濾過湖水を入れた 10ℓ角形水槽に，
湖岸の砂礫 10ｍｍを敷いたシャーレ（φ10ｃｍ）
各１個を静置した．シラウオ受精卵は，宍道湖で操

業されている「ます網」の漁獲物を用い，シャーレ

中の砂礫上に乾導法による受精直後の人工受精卵を

目分量で数 10粒ずつ速やかに振り掛けた．その
後，埋設区は受精卵の上に砂礫を更に５～10ｍｍ
振り掛けて卵を埋め，対照区はそのままとした．試

験中飼育水は止水・微通気とし，７日置きに 1/2換
水し，両区のふ化状況を観察した． 
仔稚魚および成魚の分布調査 調査地点を図３

に示す．シラウオ孵化仔魚の分布状況を把握するた

めに 2013～2017年の４月，５月に宍道湖流入河川
沖など，沿岸 14地点で調査船「かしま」（0.5ト
ン）を用い，稚魚ネット（口径 80cm，網長 3.5
ｍ，目合２mm）による採集を行った．採集は，約
１ノット３分間の表層水平曳により行った．シラウ

オ仔魚の識別は背鰭基部と肛門の位置，幽門垂の位

置などを基準とした３）．また，2016年６月から翌
年１月にかけ，各月１回，水深１～1.5ｍの湖岸 11
地点と，水深３～６ｍの沖合 10地点で，曳網によ
る採集を行った．湖岸については 50ｍを人力で曳
網し，沖合については，調査船「ごず」による 600
ｍの表層曳きを行った．使用した漁具は，湖岸調査

の６月から７月までが全長６ｍ，網幅約５ｍ，網高

さ約 1.5ｍ，目合 1.9mmの漁具を使用し，その他
の期間は調査船による沖合調査に使用した漁具（同

一規模の漁具で目合 2.1ｍｍ）を使用した．これら
の調査で得られた試料は直ちに 10％ホルマリン固
定し，実験室で体長測定と計数を行った． 

	

結果と考察 

 

産卵の状況 2013～2017年１～５月の水深 1ｍ
と２ｍの月別合計産卵数を図４に示す．産卵盛期は

３月，４月だが，産卵数は 840～21,640粒/ｍ2と

年変動が大きかった．図５に産卵盛期であった３月

の水深別産卵状況を示す．秋鹿，来待の水深１ｍの

浅場では０～数百粒/ｍ2と少量であったが，水深２

ｍでは他地点と比べても多く，特に 2017年の来待
水深３ｍでは 6,120粒/ｍ2が採集された．次に産卵

数が多かったのは浜佐陀，大橋川，松江，玉湯で

100粒/ｍ2前後であった．一方，本湖西側の伊野，

斐川，宍道では０～80粒/㎡と毎年少ない産卵状況
であった．シラウオの産卵基盤は砂粒で，シラウオ

は泥分が多いところでは産卵しないとされる２）．調

査地点の表層底質の性状は目視によると，来待と玉

湯が砂質，秋鹿が砂質または砂泥質，斐川が泥質で

あったことから底質の違いが産卵に大きく影響して

いたと考えられた． 
卵の発生状況 斐川，来待，松江，秋鹿の水深
１ｍと２ｍで１～５月に採集されたシラウオ卵の月

別発生割合を図６に示す．産出間もない卵は１月に

来待の水深２ｍで採集され，２月には５地点で出現

した．３月にはふ化が近い卵が５地点で出現した．
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待，松江，秋鹿の水深２ｍで産出間もない卵とふ化

図３．シラウオ仔稚魚分布調査(稚魚ネット・曳網)	

〇 曳網（湖岸） 

◎ 稚魚ネット（沿岸） 

● 曳網（沖合） 
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１	内水面浅海部	Inland Water Fisheries and Coastal Fisheries Division

が近い卵が採集された．また，秋鹿水深１ｍでは産

卵基質が適当でなかったためか，卵が一度も採集さ

れなかった．図７に秋鹿と来待の水深１～３ｍにお

けるシラウオ卵の月別水深別発生別の出現状況を示

す．産出間もない卵やふ化が近い卵は両地点ともに

水深２～３ｍで多く数十粒から百数十粒/0.05ｍ2出

現したが，水深１ｍの湖岸では数粒から十数粒と僅

かであった．山口４），榊ら５）はシラウオの主産卵

場は水深１ｍ付近を中心に多く，深い場所では卵が

少ない傾向があると述べている．また，本湖では波

浪の影響でシジミ生貝が湖岸に打ち上がることがあ

る．このことから，本湖の水深１ｍで卵が深場に比

べて少ないのは波浪などによる漂砂と共に砂礫に付

着した卵が浜辺へ打上げまたは深場へ運ばれたため

で，卵の多くが水深２ｍ以深の深場でふ化している

と推察された．

図４．2013年～2017年のシラウオ産卵数経月変化

図５．2013年～2017年３月(産卵盛期)のシラウオ卵の
水深別分布(○印は秋鹿，来待の水深３ｍを示す)	

図６．シラウオ卵の月別水深別発生割合	

卵未採集， ，  産出直後(受精・卵割) ， 

ふ化間近(眼胞黒色色素胞出現) 
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図７．2017年のシラウオ卵の地区別水深別 
発生状況(水深 2ｍ，3ｍはシジミ漁場) 

北岸(秋鹿沖) 南岸(来待沖) 
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72ｍｍ，12月から翌年１月が 58～90ｍｍであっ
た．	

以上のことから，仔稚魚期のシラウオは７月頃

まで湖岸が主な生息場となり，成長に伴い９月以降

は湖深部を含む沖合へ移動・分散すると考えられ

た．昭和 62年に稚魚期および成魚の春から秋にか
けての移動行動調査を行っているが３），今回の調
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受精卵の埋砂によるふ化状況	 表１に水槽飼育試
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表１．シラウオ受精卵が砂を被った影響	
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16～24日

（10.0～14.5℃）

50尾

2回目
（3/20～4/13） 1尾 16尾

1回目
（3/3～4/3） 3尾

図８．2014年～2017年 4月，5月の稚魚ネットによ
るシラウオの沿岸における分布

図９．2016年６月～2017年１月の人力曳網による	

シラウオの湖岸における分布	
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我が鮎獲り物語 
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16 宍道湖ヤマトシジミ生態系モデルの仕様について



寄 稿 

我が鮎獲り物語 

■江川の漁師になる 

小，中学生の頃 

青年時代：賑やかだった江川 

35歳の頃：鮎漁の再スタート 

17

島根県水技セ研報 12.　17 〜 26 頁（ 2019 年 3 月）



“もっと荒瀬の鮎を獲りたい：網の改良” 

§販売と商品価値の向上 

“自分のブランド” 

回想：少年時代の七日淵での事故 

■鮎漁は一つの企業経営 

§漁獲方法と道具の改良：体力にたよった漁業から

の転換 

“初めての網づくり” 

18 天野勝則・絵：くま　えみこ



“もっと荒瀬の鮎を獲りたい：網の改良” 

§販売と商品価値の向上 

“自分のブランド” 

19江の川の漁労文化　我が鮎獲り物語



“網とマスト” 

“舟と網を一体化する” 

“船のトモで眠る妻：一人三役に徹する” 

“効率よく安全な漁船造り” 

20 天野勝則・絵：くま　えみこ



“網とマスト” 

“舟と網を一体化する” 

21江の川の漁労文化　我が鮎獲り物語



“体調鮎に合わせた改良：静かな漁業へ” 

“下流の船と上流の船に分ける” 

§経営者の体調管理 

“足が痛くなる” 

“無線機を使う” 

§もう一つの商品 

“力二漁とゴミとの闘い” 

22 天野勝則・絵：くま　えみこ



“体調鮎に合わせた改良：静かな漁業へ” 

“下流の船と上流の船に分ける” 

23江の川の漁労文化　我が鮎獲り物語



§体力に合わせた時短 

“利口者の鮎” 

“さらに舟の改良：誇り高きチンドン屋” 

§漁獲調整 

“競合対策：狭くなる漁場と漁獲調整” 

24 天野勝則・絵：くま　えみこ



§体力に合わせた時短 

“利口者の鮎” 

“さらに舟の改良：誇り高きチンドン屋” 

25江の川の漁労文化　我が鮎獲り物語



 

我が鮎獲り物語 技術編 

鮎の生態と鮎漁 

■鮎漁師の心意気 

26 島根県水技セ研報 12.　



 

我が鮎獲り物語 技術編 

鮎の生態と鮎漁 

27
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【流れの速い場所（瀬）】 

【その他の名称】 

鮎の生活 

【鮎が好む場所】 

川のつくり 

【流れの緩やかな場所】 

28 天野勝則・絵：くま　えみこ



【流れの速い場所（瀬）】 

【その他の名称】 

鮎の生活 

【鮎が好む場所】 

29我が鮎獲り物語・技術編



【成長により変化する鮎の習性】 

【状況による鮎の動き】 

30 天野勝則・絵：くま　えみこ



【成長により変化する鮎の習性】 

31我が鮎獲り物語・技術編



網について 

【網の種類】 

刺し網を作るにあたって 

32 天野勝則・絵：くま　えみこ



網について 

【網の種類】 

33我が鮎獲り物語・技術編



34 天野勝則・絵：くま　えみこ



35我が鮎獲り物語・技術編



図25

棒ウキを切断する

10～20㎝

7～9㎜

36 天野勝則・絵：くま　えみこ



37我が鮎獲り物語・技術編



【アグリの作り方】 

38 天野勝則・絵：くま　えみこ



【アグリの作り方】 

39我が鮎獲り物語・技術編



【網とオモリ，ウキを括る】 

40 天野勝則・絵：くま　えみこ



【網とオモリ，ウキを括る】 

41我が鮎獲り物語・技術編



42 天野勝則・絵：くま　えみこ



43我が鮎獲り物語・技術編



44 天野勝則・絵：くま　えみこ



45我が鮎獲り物語・技術編



46 天野勝則・絵：くま　えみこ



47我が鮎獲り物語・技術編



【網作りの姿勢】 

【網の補修】 

48 天野勝則・絵：くま　えみこ



【網作りの姿勢】 

49我が鮎獲り物語・技術編



【寒い時期の服装】

基本的な刺し網漁 

【基本的な刺し網漁の一連の動作】 

【基本的な網の張り方】 

安全対策 

【胴長靴】

【服装の注意点】 

【暑い時期の服装】

50 天野勝則・絵：くま　えみこ



【寒い時期の服装】

基本的な刺し網漁 

【基本的な刺し網漁の一連の動作】 

【基本的な網の張り方】 

51我が鮎獲り物語・技術編



川に入って行う刺し網漁 

【川に入って行う刺し網漁の手順】 

【鮎と網目の関係】 

52 天野勝則・絵：くま　えみこ



川に入って行う刺し網漁 

【川に入って行う刺し網漁の手順】 

53我が鮎獲り物語・技術編



【大河川での刺し網漁】 

54 天野勝則・絵：くま　えみこ



【大河川での刺し網漁】 

55我が鮎獲り物語・技術編



【中小河川での刺し網漁】 

56 天野勝則・絵：くま　えみこ



57我が鮎獲り物語・技術編



【大河川での様々な状況における刺し網漁】 

58 天野勝則・絵：くま　えみこ



59我が鮎獲り物語・技術編



60 天野勝則・絵：くま　えみこ



61我が鮎獲り物語・技術編



【漁船で鮎を追い込む】 

【様々な状況における漁船での刺し網漁】 

 

漁船を使用する刺し網漁 

【漁船を使用する利点】 

【漁船で使用する刺し網】 
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【漁船で鮎を追い込む】 

【様々な状況における漁船での刺し網漁】 

63我が鮎獲り物語・技術編



【漁船を使用する刺し網漁の手順】

【漁船の設備と改良】 

64 天野勝則・絵：くま　えみこ



65我が鮎獲り物語・技術編



66 天野勝則・絵：くま　えみこ



67我が鮎獲り物語・技術編



68 天野勝則・絵：くま　えみこ



69我が鮎獲り物語・技術編



70 天野勝則・絵：くま　えみこ



71我が鮎獲り物語・技術編



72 天野勝則・絵：くま　えみこ



73我が鮎獲り物語・技術編



74 天野勝則・絵：くま　えみこ



75我が鮎獲り物語・技術編



鮎の加工 

【ウルカ】 

76 天野勝則・絵：くま　えみこ



77我が鮎獲り物語・技術編



鮎漁を職業として取り組む 

78 天野勝則・絵：くま　えみこ



鮎漁を職業として取り組む 

79我が鮎獲り物語・技術編



これからの鮎漁 

80 天野勝則・絵：くま　えみこ



81我が鮎獲り物語・技術編



 

天野勝則さんの寄稿に当たって 

 

水環境再生山陰ネットワーク会議代表 今井 聖造 

 

 

私が、この江川の鮎漁師天野勝則さんの原稿を読

ませていただいたのは、平成２５年頃のことです。

一読して、これは、今後鮎漁を志す人の貴重な手

引書になるとともに、江川の漁労文化として後世

に伝えなければならないものと思いました。ただ、

技術編については、挿絵や詳細図を付ける必要が

あることから、適任者をいろいろ探しましたとこ

ろ、やっと一昨年の９月になって、江川の水質浄

化活動の関係で偶然お目にかかった安芸高田市の

熊高昌三氏のお嬢さん「くま えみこ さん」を

紹介いただいて挿絵作家が決まりました。えみこ

さんには、遠方にお住まいにもかかわらず、特に

技術編の編集と挿絵に精力的に取り組まれ原稿が

完成したものです。そこで次に、出版についてど

のようにしたらよいかと、元島根県教育長の藤原

義光氏に相談したところ、島根県西部県民センタ

ーの神在所長をご紹介いただき、水産技術センタ

ーに相談に行くようにとアドバイスを受けました。

早速村山達朗所長にご相談したところ、水産技術

センター発行の研究レポートに寄稿してはどうか

と言っていただきました。また、レポートが完成

するまで、担当いただいた内田浩主席研究員には、

原稿の修正、編集にたいへんお手数をわずらわせ

ました。このように、多くの方にご支援、ご協力

をいただいて原稿が完成し、レポートとして後世

に伝えることができたことは望外の喜びで、お世

話になった皆さんに心から感謝申し上げます。本

当に有り難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

天野勝則さんの寄稿に当たって 

 

水環境再生山陰ネットワーク会議代表 今井 聖造 

 

 

私が、この江川の鮎漁師天野勝則さんの原稿を読

ませていただいたのは、平成２５年頃のことです。

一読して、これは、今後鮎漁を志す人の貴重な手

引書になるとともに、江川の漁労文化として後世

に伝えなければならないものと思いました。ただ、

技術編については、挿絵や詳細図を付ける必要が

あることから、適任者をいろいろ探しましたとこ

ろ、やっと一昨年の９月になって、江川の水質浄

化活動の関係で偶然お目にかかった安芸高田市の

熊高昌三氏のお嬢さん「くま えみこ さん」を

紹介いただいて挿絵作家が決まりました。えみこ

さんには、遠方にお住まいにもかかわらず、特に

技術編の編集と挿絵に精力的に取り組まれ原稿が

完成したものです。そこで次に、出版についてど

のようにしたらよいかと、元島根県教育長の藤原

義光氏に相談したところ、島根県西部県民センタ

ーの神在所長をご紹介いただき、水産技術センタ

ーに相談に行くようにとアドバイスを受けました。

早速村山達朗所長にご相談したところ、水産技術

センター発行の研究レポートに寄稿してはどうか

と言っていただきました。また、レポートが完成

するまで、担当いただいた内田浩主席研究員には、

原稿の修正、編集にたいへんお手数をわずらわせ

ました。このように、多くの方にご支援、ご協力

をいただいて原稿が完成し、レポートとして後世

に伝えることができたことは望外の喜びで、お世

話になった皆さんに心から感謝申し上げます。本

当に有り難うございました。 
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本号掲載要旨 

 

 
(報文） 

島根半島沖産アカアマダイの年齢査定手法についての

検討 

松本洋典 

アカアマダイのAge-Length Keyを作成する場合には，

多数の魚体測定および年齢査定の処理が必要で，特に

年齢査定には高い正確性が求められる．年齢査定の手

法には表面法と横断面法の２つがあり，高齢魚の査定

結果の信頼性は横断面法が優れているが，表面法は試

料処理が容易で効率的である． 

島根半島沖で漁獲されたアカアマダイについて２つ

の手法を検討したところ，雌は概ね全長300mm未満，

雄では 350mm 未満の個体は表面法と横断面法によっ

て計数された輪紋数に差異は認められなかった．この

ことから，この全長を基準として，基準未満の個体は

表面法で，それ以上の大きさの標本については横断面

法によるものを査定結果とすることにより，年齢査定

作業の効率化と正確性を確保できると考えられる． 

 

(資料） 

宍道湖におけるシラウオの水深別産卵，発生，ふ化，

仔稚魚および成魚の分布 

石田健次・福井克也 

宍道湖におけるシラウオの産卵，発生，ふ化，仔稚

魚および成魚の分布状況を調査した．産卵盛期は３月，

４月で，産卵基盤が砂粒の秋鹿，来待沖で産卵数が多

かった．産出間もない卵は1月に来待で，２月には湖

内全域で出現した．３月にはふ化が近い卵が出現し，

５月には卵が採集されない地点が増加した．ふ化が近

い卵は浅場より水深２～３mの深場に多かった．水槽

飼育試験によると，砂礫に埋もれた受精卵は死滅する

可能性が大きいと推察され，産卵場となっている砂質

のシジミ操業水域（水深２～４ｍ）における保護対策

の実施が望ましいと考えられた．仔稚魚は７月頃まで

浅場が主な生息場となっており，湖心部では８月以前

の採捕はみられなかった．９月以降のシラウオは成長

に伴い湖深部を含む沖合へ移動・分散すると考えられ

た． 

 

宍道湖ヤマトシジミ生態系モデルの仕様について 

内田 浩・畑 恭子・村山達朗・勢村 均・清川智之 

宍道湖保全再生協議会の指示により作成した宍道湖

ヤマトシジミ統合モデルの内、餌環境の変化に対応す

るヤマトシジミの成長を考慮した生態系モデルの仕様

の報告。 

ヤマトシジミの資源量変動要因は起因した餌環境

（植物プランクトン）の違いとし、初期値は６月と10
月に行う資源量調査結果、生残は自然および漁獲死亡、

カモにより被食、水揚げされない漁獲死亡とした。資

源への新規加入、成長を考慮したモデルとなっている。 

パラメータは仮定に基づいて設定している数値もあ

り、計算結果は実測値との差異がある。今後、これら

の課題を解決して、モデルの精度向上を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集を終えて 

 

挿絵作家 くま えみこ 

 

 

2017 年、冬。私が初めて天野さんにお会いした

時は、すでに禁漁の時期に入っていた頃だった。

その頃、天野さんは絵画制作の最中で、部屋の中

には描きかけの大きい絵画があった。その風景の

中で印象的だったのは、「筆立て」である。その「筆

立て」はプラスチック製のパイプを７～10ｃｍ程

に切って立てたものだった。それが幾つも立てて

あり、それぞれに色名を記し、色ごとに筆を使い

分けているのだとわかった。この「筆立て」を見

ただけでも、天野さんが如何に工夫好きで、好奇

心と探究心の持ち主であるかが見て取れた。 

私は天野さんの絵画から、生きている鮎を描く

には、川の中の鮎を、常に鋭く観察していること

が何より重要だ、と思い知った。天野さんは描く

ために観察しているわけではなく、鮎と共に生活

をし、鮎の存在が身体や心に染み込んでいるから

こそ、滲み出るように鮎を描くことができるのだ。

それはどのような絵を描く場合でも同じである。

絵画とは自己顕示ではなく、題材から「描かされ

る」ものだと、私は実感した。 

鮎を獲ることが鮎漁ではあるが、「鮎を想う」天

野さんの考え方はとても興味深い。鮎が生活しや

すい環境を残したい、そのような想いは鮎漁をし

ているものだけでなく、その町に暮らすもの、さ

らには川の上流部に住むもの、山の保護に関わる

もの、全員で取り組んでいかなければならない問

題なのだと思う。 

私の母校、高宮町立川根小学校（現、安芸高田

市立川根小学校）には、在校当時「わかあゆ学習」

という課外授業があった。週に一度の１時間目か

ら４時間目の「わかあゆ学習」は、１、２年生時

は「牛飼い」、３，４年生時は「川漁」、５，６年

生時は「炭焼き」という授業内容だった。私の世

代はいわゆる「ゆとり世代」の一歩手前ではある

が、川根小学校が独自の授業を行っていたことは、

町外に出て初めて気がついた。将来この町に残り、

町の仕事を伝承してほしい、という思いが込めら

れた教育内容であったのではなかろうか。当時、

小学生の私はもちろんそのようなことは考えては

いなかったが、教室の外に出られる「わかあゆ学

習」はとても楽しみなものだった。この時の川漁

の授業では、早朝に先生、親たちと出かけ、仕掛

けておいた刺し網を取りに出ることもあった。（親

になった今考えると、親も大変だっただろう…）

ウナギが獲れたことは今でも印象に残っている。

綿糸で刺し網を一から編んで作る授業もとても楽

しかった。 

町外に出て、地元川根には在住していない私だ

が、このようなお仕事をいただけたのは「わかあ

ゆ学習」のおかげではないかと思う。今では考え

られないような授業内容を組んで下さった方に、

この本を是非読んでいただきたいと願う。 

私がこの仕事に取り組んだのは 35 歳。天野さん

が川漁を再スタートされた 35 歳と同じ年である。

エッセイの中で「35 才くらいまでに出来るだけ多

くの仕事を体験したい。それから生き方を考えて

も遅くない。」とあり、私はこの言葉にとても勇気

付けられた。私も色々な仕事をしてきて、天野さ

んと同じような思いで取り組んできたので、「これ

で良かったのだ」と感じると同時に、この度の「我

が鮎獲り物語」の仕事によって新たな道が開けた

気がした。 

最後に、忍耐強く私の質問に答えてくださった

天野さん、信頼して仕事をお任せくださった今井

さん、この仕事を紹介してくれた父、何度も取材

に同行してくれた母、文章の校閲を手伝ってくれ

た義姉、そして、多大な協力をしてくれた息子と

夫に感謝申し上げる。 
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本号掲載要旨 

 

 
(報文） 

島根半島沖産アカアマダイの年齢査定手法についての

検討 

松本洋典 

アカアマダイのAge-Length Keyを作成する場合には，

多数の魚体測定および年齢査定の処理が必要で，特に

年齢査定には高い正確性が求められる．年齢査定の手

法には表面法と横断面法の２つがあり，高齢魚の査定

結果の信頼性は横断面法が優れているが，表面法は試

料処理が容易で効率的である． 

島根半島沖で漁獲されたアカアマダイについて２つ

の手法を検討したところ，雌は概ね全長300mm未満，

雄では 350mm 未満の個体は表面法と横断面法によっ

て計数された輪紋数に差異は認められなかった．この

ことから，この全長を基準として，基準未満の個体は

表面法で，それ以上の大きさの標本については横断面

法によるものを査定結果とすることにより，年齢査定

作業の効率化と正確性を確保できると考えられる． 

 

(資料） 

宍道湖におけるシラウオの水深別産卵，発生，ふ化，

仔稚魚および成魚の分布 

石田健次・福井克也 

宍道湖におけるシラウオの産卵，発生，ふ化，仔稚

魚および成魚の分布状況を調査した．産卵盛期は３月，

４月で，産卵基盤が砂粒の秋鹿，来待沖で産卵数が多

かった．産出間もない卵は1月に来待で，２月には湖

内全域で出現した．３月にはふ化が近い卵が出現し，

５月には卵が採集されない地点が増加した．ふ化が近

い卵は浅場より水深２～３mの深場に多かった．水槽

飼育試験によると，砂礫に埋もれた受精卵は死滅する

可能性が大きいと推察され，産卵場となっている砂質

のシジミ操業水域（水深２～４ｍ）における保護対策

の実施が望ましいと考えられた．仔稚魚は７月頃まで

浅場が主な生息場となっており，湖心部では８月以前

の採捕はみられなかった．９月以降のシラウオは成長

に伴い湖深部を含む沖合へ移動・分散すると考えられ

た． 

 

宍道湖ヤマトシジミ生態系モデルの仕様について 

内田 浩・畑 恭子・村山達朗・勢村 均・清川智之 

宍道湖保全再生協議会の指示により作成した宍道湖

ヤマトシジミ統合モデルの内、餌環境の変化に対応す

るヤマトシジミの成長を考慮した生態系モデルの仕様

の報告。 

ヤマトシジミの資源量変動要因は起因した餌環境

（植物プランクトン）の違いとし、初期値は６月と10
月に行う資源量調査結果、生残は自然および漁獲死亡、

カモにより被食、水揚げされない漁獲死亡とした。資

源への新規加入、成長を考慮したモデルとなっている。 

パラメータは仮定に基づいて設定している数値もあ

り、計算結果は実測値との差異がある。今後、これら

の課題を解決して、モデルの精度向上を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集を終えて 

 

挿絵作家 くま えみこ 

 

 

2017 年、冬。私が初めて天野さんにお会いした

時は、すでに禁漁の時期に入っていた頃だった。

その頃、天野さんは絵画制作の最中で、部屋の中

には描きかけの大きい絵画があった。その風景の

中で印象的だったのは、「筆立て」である。その「筆

立て」はプラスチック製のパイプを７～10ｃｍ程

に切って立てたものだった。それが幾つも立てて

あり、それぞれに色名を記し、色ごとに筆を使い

分けているのだとわかった。この「筆立て」を見

ただけでも、天野さんが如何に工夫好きで、好奇

心と探究心の持ち主であるかが見て取れた。 

私は天野さんの絵画から、生きている鮎を描く

には、川の中の鮎を、常に鋭く観察していること

が何より重要だ、と思い知った。天野さんは描く

ために観察しているわけではなく、鮎と共に生活

をし、鮎の存在が身体や心に染み込んでいるから

こそ、滲み出るように鮎を描くことができるのだ。

それはどのような絵を描く場合でも同じである。

絵画とは自己顕示ではなく、題材から「描かされ

る」ものだと、私は実感した。 

鮎を獲ることが鮎漁ではあるが、「鮎を想う」天

野さんの考え方はとても興味深い。鮎が生活しや

すい環境を残したい、そのような想いは鮎漁をし

ているものだけでなく、その町に暮らすもの、さ

らには川の上流部に住むもの、山の保護に関わる

もの、全員で取り組んでいかなければならない問

題なのだと思う。 

私の母校、高宮町立川根小学校（現、安芸高田

市立川根小学校）には、在校当時「わかあゆ学習」

という課外授業があった。週に一度の１時間目か

ら４時間目の「わかあゆ学習」は、１、２年生時

は「牛飼い」、３，４年生時は「川漁」、５，６年

生時は「炭焼き」という授業内容だった。私の世

代はいわゆる「ゆとり世代」の一歩手前ではある

が、川根小学校が独自の授業を行っていたことは、

町外に出て初めて気がついた。将来この町に残り、

町の仕事を伝承してほしい、という思いが込めら

れた教育内容であったのではなかろうか。当時、

小学生の私はもちろんそのようなことは考えては

いなかったが、教室の外に出られる「わかあゆ学

習」はとても楽しみなものだった。この時の川漁

の授業では、早朝に先生、親たちと出かけ、仕掛

けておいた刺し網を取りに出ることもあった。（親

になった今考えると、親も大変だっただろう…）

ウナギが獲れたことは今でも印象に残っている。

綿糸で刺し網を一から編んで作る授業もとても楽

しかった。 

町外に出て、地元川根には在住していない私だ

が、このようなお仕事をいただけたのは「わかあ

ゆ学習」のおかげではないかと思う。今では考え

られないような授業内容を組んで下さった方に、

この本を是非読んでいただきたいと願う。 

私がこの仕事に取り組んだのは 35 歳。天野さん

が川漁を再スタートされた 35 歳と同じ年である。

エッセイの中で「35 才くらいまでに出来るだけ多

くの仕事を体験したい。それから生き方を考えて

も遅くない。」とあり、私はこの言葉にとても勇気

付けられた。私も色々な仕事をしてきて、天野さ

んと同じような思いで取り組んできたので、「これ

で良かったのだ」と感じると同時に、この度の「我

が鮎獲り物語」の仕事によって新たな道が開けた

気がした。 

最後に、忍耐強く私の質問に答えてくださった

天野さん、信頼して仕事をお任せくださった今井

さん、この仕事を紹介してくれた父、何度も取材

に同行してくれた母、文章の校閲を手伝ってくれ

た義姉、そして、多大な協力をしてくれた息子と

夫に感謝申し上げる。 
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他誌掲載論文の抄録 

 

 
浜田産カレイの体成分の季節変動 

秋廣高志・古田賢次郎・小酒由佳 

大島朗伸・岡本満・井岡 久 

日本水産学会誌，84(5), 809-817 (2018)  
島根県の浜田漁港において水揚げされる3 種のカ

レイ（ヤナギムシガレイTanakius kitaharai，ムシ

ガレイEopsetta grigorjewi，ソウハチ Cleishenes 

pinetorum）の体成分（遊離アミノ酸，脂肪酸など）

の季節変動を調査した．その結果，脂肪酸組成やタ

ウリン含量が年間を通じて全魚種で大きく変動した．

うま味成分であるイノシン酸は年間を通じて筋肉

100g 当たり 25mg 以上含まれていたが,グルタミン

産含量は少なく季節変動も僅かであった。一方で，

粗脂肪の含量は秋季が高かった。 

 

樹脂製軟質採苗器を用いたイワガキ Crassostrea 

nipponaシングルシードの人工種苗生産試験 

佐々木 正・近藤徹郎・常盤 茂・小中大輔 

鈴木和弘・大脇安則・木村克彦 

水産増殖学会誌，66(1)71-84, (2018) 
イワガキの人工種苗生産におけるシングルシード

種苗の効率的な生産を目的に、材質、形状、表面構

造などの条件の異なる数種類の軟質素材の採苗器を

用いて採苗試験を行い、採苗器における稚貝の付着

数、成長および採苗器から剥離後の稚貝の生残率等

を比較した。その結果、採苗器の材質には繰り返し

の使用ができる耐久性の高いポリプロピレンが適し

ており、稚貝の成長はやや劣るものの、採苗器の表

面に凹凸状の構造があることや採苗器の形状は立体

的（傘型）であることが、稚貝の付着数の増加に有

効であり、さらに前者は剥離時の貝殻の破損を防ぐ

効果により剥離後の稚貝の生残率の向上に有効であ

ることが判明した。これらの有効な条件を組み合わ

せることにより、従来のホタテガイ貝殻を用いた採

苗器と同等の採苗効率を有し、シングルシード種苗

の効率的な生産を可能とする新たな採苗器の作成が

可能であると考えられた。 

 

高IMP 試作加工品のホームユーステストやアンケー

トによる消費者の評価 

清川智之・井岡 久・石原成嗣・山田ちはる 

水産物の利用に関する共同研究 第 57 集，48～56

（2017） 
浜田漁港のまき網の漁獲物は、鮮度管理が徹底され、

水揚げ時の鮮度は極めて良好である。しかし、高鮮度

であることが活かされず、非食用向けや海外向けが中

心であり価格は安い。そこで、非食用向けのマアジや

マサバの若齢魚、ゴマサバを高鮮度状態で加工するこ

とにより、旨味成分であるイノシン酸を高濃度に含有

する出汁や缶詰を試作できるか試験した。また、ホー

ムユーステストやアンケート調査により、高鮮度を活

かした加工品が消費者に受け入れられるか検討した。 

その結果、そのイノシン酸量は「出汁パック」で700
～1000mg/100g、「ゴマサバ水煮缶」で 200～

250mg/100gとなり、市販品の2～3倍ものイノシン酸

を保有させることが可能であった。アンケートでは、

「出汁パック」は60％、「ゴマサバの水煮缶」は75％
の人が旨みを感じると回答した。PSM分析を行った結

果、一部で採算性の問題点が指摘されたが、商品の優

位性を説明すれば、PSM分析結果よりも高い価格設定

も可能と推察され、これらを商品化するに当たり有益

な情報が入手できた。 

 

島根県の沖底漁獲物のブランド化の取り組みについて 

開内 洋・岡本 満・竹谷万里 

石原成嗣・清川智之・井岡 久 

水産物の利用に関する共同研究 第 57 集，33～37
（2017） 

島根県浜田地区の沖合底びき網で漁獲されるムシガ

レイについて、ブランド化の取り組みおよびそれに関

連する研究成果を取りまとめた。 

選別作業、予冷処理、魚箱について鮮度への影響を

調査し、高鮮度化への取り組みを行った。また、Ｋ値

を基準（平均 15％以下、上限 20％以下）とした「沖

獲れ一番」ブランドを立ち上げ、基準の徹底を図った。 

2016 年には目標としたＫ値 20％以下を全船で達成

できるようになった。焼き物、煮付け用のイメージの

が強かった沖底のムシガレイは刺身でも食することが

できるようになった。 

今後は低温管理の徹底や選別機の導入、スチロール

箱への移行により、漁獲後日数の長い漁獲物について

も鮮度向上が可能と考えられた。一方で時間と労力を

要するＫ値の代わりとなる、新たな鮮度指標を検討す

る。 
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